
鳥
取
県
内
に
は
、
県
ゆ
か
り
の
歴
史
上
の
人

物
が
埋
も
れ
て
い
る
。
本
会
は
そ
れ
ら
を
主
人

公
に
し
た
歴
史
大
河
ド
ラ
マ
の
発
掘
を
め
ざ
し

て
い
る
。
今
年
度
は
、
「亀
井
玆
矩
物
語
」「鳥
取

城
主
・武
田
高
信
」「揚
羽
四
代
物
語
」の
三
テ
ー

マ
か
ら
な
る
魅
力
あ
る
物
語
が
出
揃
い
、
去

る
十
一
月
三
十
一
日
、
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
に

お
い
て
選
考
会
を
開
催
し
た
。
な
お
、
「鳥
取
県

社
会
福
祉
協
議
会
・と
っ
と
り
い
き

い
き
シ
ニ
ア
バ
ン
ク
『生
涯

現
役
』」と
共
催
し
た
。 

そ
の
結
果
、
２
０
２
０
年

度
歴
史
大
河
ド
ラ
マ
に
「亀

井
玆
矩
物
語
」を
候
補
と 

し
て
決
定
し
た
。 

現
在
、
ド
ラ
マ
（大
河
ド
ラ
マ
だ
け
で
な
く
、 

朝
ド
ラ
や
民
放
テ
レ
ビ
も
含
め
て
）に
取
り
上

げ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
各
方
面
に
働
き
か
け
て

い
る
。 

  

な
お
、
選
考
会
当
日
は
「と
っ
と
り
県
民
の

日
」に
ち
な
ん
で
、
「と
っ
と
り
県
は
こ
う
し
て

で
き
た
」と
題
し
て
地
域
史
研
究
家
の
小
山
富

見
男
氏
に
ご
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。 

 
 

 
 

（ 

田
中
精
夫 

記 

） 
 

選
考
基
準 

 

①
主
人
公
に
、
１
年
（
５０
回
分
）に
わ
た
り
興
味

を
引
き
つ
け
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
か
。 

②
主
人
公
の
人
生
に
、
我
々
に
訴
え
か
け
る
現

代
と
共
通
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
、
テ
ー
マ
性

が
あ
る
か
。 

③
主
人
公
の
人
間
ら
し
さ
・喜
怒
哀
楽
、
主
人

公
を
取
り
巻
く
家
族
愛
や
恋
愛
、
友
人
と
の

絆
、
ラ
イ
バ
ル
と
い
っ
た
人
間
関
係
に
よ
り
、

視
聴
者
に
感
動
を
与
え
る
か
。 

 
 

 

 

                            

   

令
和
２
年
５
月
、
共
同
代
表
の
田
中
精
夫
と

内
田
克
彦
、
及
び
こ
れ
ま
で
の
歴
史
大
河
ド
ラ

マ
等
候
補
代
表
、
片
山
長
生
氏
、
小
椋
弘
美
氏
、

四
井
幸
子
氏
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鳥
取
放
送
局
（局
長 

 

飯
塚
正
人
氏
）を
訪
問
し
、
片
山
長
生
氏
執
筆

の
『愛
郷
』出
版
の
報
告
を
行
う
と
共
に
現
状
の

報
告
を
し
た
。 

「三
愛
」の
ク
ニ
へ
～
澤
田
節
蔵
・廉
三
と
美
喜

～
」の
現
況 

◎
小
説
『愛
郷
』を
出
版
し
た
と
こ
ろ
、
売
れ

行
き
が
よ
く
好
評
で
あ
る
。 

 

「赤
と
ん
ぼ
の
母
～
碧
川
か
た
の
生
涯
」現
況 

◎
県
の
補
助
事
業
を
受
け
て
紙
芝
居
を
作
成

し
、
各
地
で
講
演
を
し
て
い
る
。 

 

「怪
僧
・豪
円
」の
現
況 

◎
米
子
、
西
部
地
域
で
紙
芝
居
や
講
演
会
を

開
催
し
好
評
を
博
し
た
。 

 

「近
代
稲
作
の
父
・中
井
太
一
郎
」の
現
況 

◎
冊
子
『太
一
車
』を
出
版
す
る
ほ
か
、
発
表

会
等
を
開
催
し
好
評
を
博
し
て
い
る
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
は
、
大
河
ド
ラ
マ
だ
け
で
は
な
く

単
発
的
な
ド
ラ
マ
と
し
て
の
放
映
を
検
討
し
て

見
た
い
と
の
こ
と
。
ま
た
、
本
会
の
活
動
が
広
く

県
民
に
浸
透
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。 

第 ５ 号 

編
集
発
行 

鳥
取
県
を
舞
台
に
！
歴
史
大
河 

ド
ラ
マ
を
推
進
す
る
会 

事
務
局 

鳥
取
市
佐
治
町
加
茂
七
三
九 

田
中
精
夫
宅 

歴
史
大
河 
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候補作品「澤田節蔵・廉三

と美喜」 

片山長生氏の発表の様子 

第４回選考会 2020.10.31（とりぎん文化会館） 

参加者：約１００名 有効投票数：７８票 

表彰を受ける徳岡義広氏「亀井玆矩物語」発表 

地
域
に
根
ざ
し
力
強
く
前
進
！ 

第
四
回
歴
史
大
河
ド
ラ
マ
選
考
会 

「
老
農
・
中
井
太
一
郎
」
を
選
出 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
要
請
活
動 
鳥
取
県
発
大
河
ド
ラ
マ 

 

候補作品「稲作技術の進歩に

尽くした老農・中井太一郎」 

保存会による発表の様子 

候補作品「怪僧 豪円」 

吉島潤承氏  

発表の様子 

候補作品「赤とんぼの母」 

四井幸子氏 

発表の様子 



                                   

                                   

                                   

                                   

☆
三
愛
の
ク
ニ
へ
〜
澤
田
節
蔵
・
廉
三
・
美
喜 

発
表
者 

片
山
長
生 

 

ド
ラ
マ
化
に
は
本
が
あ
れ
ば
、
と
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
誘
い
に
乗
っ
て
『
愛
郷
』
を
発
行
し
て1

年
が

経
っ
た
。
政
界
き
っ
て
の
読
書
家
で
あ
る
衆
議
院
議
員
の
石
破
茂
氏
か
ら
も
温
か
い
声
援
を
頂
い

た
。
ビ
ス
マ
ル
ク
が
い
み
じ
く
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
「
賢
者
は
歴
史
か
ら
学
ぶ
が
、
愚
者
は
経
験

か
ら
し
か
学
ば
な
い
」
。
な
る
ほ
ど
最
近
の
為
政
者
は
愚
者
モ
ド
キ
が
目
に
余
る
。
が
、
学
校
の
歴

史
教
育
に
も
問
題
が
あ
る
。
教
科
書
が
味
も
素
っ
気
も
な
い
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
高
校
生
諸
君
に
も

読
ん
で
貰
い
た
く
て
、
来
年
か
ら
始
ま
る
『
歴
史
総
合
』
の
副
読
本
を
狙
っ
て
み
た
。
そ
の
肝
は
物

語
『
愛
郷
』
に
付
録
を
！
だ
。
幸
い
な
こ
と
に
、
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
、
生
徒
諸
君
も
パ

ソ
コ
ン
が
教
科
書
や
ノ
ー
ト
代
わ
り
と
な
る
時
代
、
余
分
な
印
刷
代
を
掛
け
な
く
と
も
情
報
は
届
け

ら
れ
る
。
『
愛
郷
』
の
①
用
語
・
人
名
・
歴
史
事
項
の
解
説
と
②
関
連
資
料
を
ブ
ロ
グ
と
し
て
立
ち

上
げ
て
み
た
。//aikyo.blog.jp/

を
開
い
て
く
れ
る
と
「
愛
郷
」
～
外
交
官
澤
田
廉
三
の
生
涯
、

が
出
て
く
る
。
さ
て
現
場
教
師
諸
君
が
ど
う
反
応
し
て
く
れ
る
か
？
が
私
の
最
後
の
使
命
で
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

☆
怪
僧 

豪
円 

〜
三
山
を
復
興
し
た
大
山
の
名
僧 

 

発
表
者 

吉
島
潤
承 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
に
よ
り
主
活
動
の
「
紙
芝
居
上
演
」
が
皆
無
に
な
り

苦
労
し
て
い
る
。
鳥
取
学
出
前
講
座
＜
鳥
取
県
関
西
本
部
等
共
催
（
大
阪
）
も
、
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
が
昨
年
よ
り
未
だ
に
延
期
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
様
な
状
況
下
で
も
何
が
出
来
る

か
と
い
う
観
点
で
地
域
団
体
と
の
連
携
や
人
材
育
成
に
活
動
を
切
り
替
え
て
い
る
。 

他
団
体
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
す
。
米
子
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
公
社
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
に
よ
り
、
令
和
三
年
三
月
二
十
七
日
に
「
米
子
城
三
の
丸PARK Fes

」
と
し
て
、
米

子
城
跡
に
て
紙
芝
居
の
上
演
を
し
た
。
ま
た
、
六
月
に
米
子
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
交
付

金
を
活
用
し
て
新
た
な
紙
芝
居
を
制
作
し
た
。「
米
子
城
の
妖
怪
」、「
加
茂
川
の
河
童
」
の

２
作
品
で
あ
る
。
そ
し
て
、
七
月
に
米
子
高
校
の
工
芸
デ
ザ
イ
ン
系
列
の
生
徒
の
紙
芝
居
制

作
や
読
み
手
の
育
成
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
、
拠
点
で
あ
る
米
子
市
県
地
区
の
女
性
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
し
た
。 

さ
ら
に
、
外
国
語
で
の
読
み
手
育
成
と
し
て
、
昨
年
の
英
語
に
続
き
、
中
国
語
、
韓
国
語

と
し
て
一
般
社
団
法
人
山
陰
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
機
構
と
の
連
携
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。 

 

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
収
束
が
来
る
ま
で
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
主
体
の

活
動
を
し
て
上
演
活
動
可
能
に
な
る
ま
で
準
備
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
う
。 

☆
赤
と
ん
ぼ
の
母
〜
碧
川
か
た
・
三
木
露
風 

 
 

 

発
表
者 

四
井
幸
子 

「
鳥
取
県
を
舞
台
に
！
・
・
・
」
に
一
回
目
に
声
を
上
げ
て
四
年
目
に
な
る
。
初
年
度
か
ら

パ
ネ
ル
展
示
と
研
究
会
を
県
内
三
ケ
所
で
始
め
、
各
地
で
隠
れ
フ
ァ
ン
が
い
て
研
究
会
に
参

加
し
て
く
だ
さ
る
。
今
年
特
に
若
い
女
性
が
増
え
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。
パ
ネ
ル
は

今
た
つ
の
市
の
霞
城
館
に
出
張
展
示
に
出
か
け
て
い
る
。（
九
月
十
八
日
～
十
月
十
七
日
）

今
年
は
三
木
露
風
「
赤
と
ん
ぼ
」
作
詩
百
年
の
節
目
の
企
画
展
な
の
だ
。 

 

昨
年
は
実
行
委
員
が
集
ま
り
、
紙
芝
居
「
赤
と
ん
ぼ
の
母 

碧
川
か
た
の
生
涯
」
を
制
作

し
、
後
世
に
も
残
る
よ
う
県
内
公
共
図
書
館
等
に
寄
贈
し
た
。
制
作
だ
け
に
留
ま
ら
ず
今
年

は
上
演
依
頼
も
来
て
い
る
。 

 
今
年
は
研
究
会
の
成
果
を
小
さ
い
本
に
ま
と
め
よ
う
と
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
原
稿
を
依
頼

し
て
い
る
。
来
年
は
ち
ょ
う
ど
か
た
没
後
六
十
年
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
る
。 

研
究
会
の
後
で
会
報
を
出
し
て
い
て
、
ネ
ッ
ト
で
は
「
鳥
取
県
を
舞
台
に
！
・
・
・
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
鳥
取
大
河
だ
よ
り
」
の
中
に
会
報
を
準
備
号
か
ら
２

０
号
迄
を
載
せ
て
い
る
。
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。 

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ス
マ
ホ
で
「
鳥
取
県
歴
史
大
河
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。 
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《

候

補

者

の

現

況

》 
☆
近
代
稲
作
の
父 

〜
中
井
太
一
郎 

 
 

 
 

 
 

発
表
者 

北
村
隆
雄 

 

令
和
三
年
二
月 

Ｂ
Ｓ
Ｓ
山
陰
放
送
テ
レ
ビ
「
な
ま
ラ
テ
」
出
演
。
六
月
に
倉
吉
中
央
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
講
演
。
七
月 

書
籍
出
版
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
新
時
代 
ハ
ガ
キ
出
し
運
動
爆
走

中
」
の
本
で
「
中
井
太
一
郎
」
の
紹
介
を
行
っ
た
。 

研
究
調
査
活
動
で
は
「
千
歯
扱
き
」
か
ら
「
太
一
車
」
へ
の
産
業
変
遷
を
調
査
し
た
。
特
許
制

度
は
明
治
十
八
年
に
始
ま
り
、
明
治
二
十
二
年
、
「
千
歯
扱
き
」
が
第
一
号
と
し
て
兵
庫
県
の
宮
永

芳
蔵
（
特
許
第
九
一
七
号
）
の
も
の
が
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
明
治
年
間
に
約
一
六
〇

件
が
登
録
さ
れ
た
。
発
明
の
初
期
は
兵
庫
・
愛
知
・
大
阪
・
奈
良
・
東
京
な
ど
各
都
道
府
県
か
ら

出
願
さ
れ
、
鳥
取
県
で
は
倉
吉
鍛
冶
町
近
傍
の
「
関
金
宿
」
で
明
治
二
十
七
年
、
二
十
九
年
に
河

上
満
蔵
の
特
許
第
二
四
一
五
・
二
五
八
五
号
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
鍛
冶
町
職
人
や

技
術
者
か
ら
出
願
さ
れ
、
明
治
年
間
の
特
許
登
録
件
数
は
鳥
取
県
が
最
多
で
あ
っ
た
。
明
治
の
後

半
に
な
る
と
単
品
の
千
歯
扱
き
か
ら
複
合
的
な
自
動
機
械
が
増
え
、
鳥
取
県
の
登
録
件
数
は
減
少

し
て
い
く
。
大
正
三
年
に
「
サ
ト
ー
式
稲
扱
き
機
」
が
現
れ
、「
千
歯
扱
き
」
の
生
産
が
減
少
す

る
。
こ
の
回
転
式
の
特
許
出
願
者
は
鍛
冶
町
の
松
田
宇
平
と
、
松
江
市
の
安
達
伴
五
郎
で
あ
っ

た
。
回
転
式
稲
扱
機
械
が
倉
吉
か
ら
松
江
に
徐
々
に
移
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

倉
吉
の
「
千
歯
扱
き
」
は
減
少
す
る
が
中
井
太
一
郎
が
「
太
一
車
」
を
発
明
、
明
治
二
十
五
年
に

特
許
一
七
二
六
号
を
取
る
。
千
歯
の
技
術
と
販
路
に
よ
り
日
本
や
世
界
に
広
ま
っ
た
。
現
在
も
生

産
が
続
く
「
ロ
ン
ン
グ
セ
ラ
ー
」
商
品
で
稲
作
拡
大
に
貢
献
し
て
い
る
。 

 



 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
 

 

戦
国
か
ら
江
戸
時
代
初
頭
に
因
幡
国
西
部

を
治
め
た
鹿
野
城
主
亀
井
茲
矩
。
青
年
期
の

彼
の
願
い
は
只
一
つ
出
雲
奪
還
・尼
子
家
の
再

興
。
し
か
し
、
羽
柴
・毛
利
の
和
議
に
よ
り
叶

わ
ぬ
夢
に
。
夢
破
れ
た
時
、
理
想
の
国
づ
く
り

に
向
け
て
歩
み
始
め
た
。 

 

内
に
あ
っ
て
は
、
山
を
切
り
、
川
を
変
え
て

城
下
町
を
築
き
、
干
拓
す
る
。
あ
る
時
は
水

を
導
き
豊
か
な
耕
地
を
次
々
に
生
み
出
し
て

い
っ
た
。
ま
た
あ
る
時
に
は
お
年
寄
り
を
お
城

に
招
き
長
年
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
西
い
な

ば
地
域
の
敬
老
会
は
彼
の
志
を
受
け
継
い
で
い

る
。
亀
井
武
蔵
守
茲
矩
、
台
州
守
・琉
球
守
の

守
名
乗
り
も
持
つ
。
内
に
意
を
巡
ら
せ
ば
お
の

ず
と
外
に
も
目
が
向
く
も
の
か
、
外
に
あ
っ
て

は
九
州
を
除
外
す
れ
ば
唯
一
、
御
朱
印
船
貿

易
に
も
取
り
組
ん
だ
大
名
で
あ
っ
た
。
日
光
生

姜
や
う
ぐ
い
突
き
漁
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

持
ち
帰
っ
た
産
品
・文
化
が
今
な
お
新
鮮
な
輝

き
を
放
ち
続
け
て
い
る
。 

前
置
き
は
さ
て
お
き
、
西
い
な
ば
地
域
で
は

こ
の
四
〇
〇
年
間
、
多
く
の
人
が
彼
の
こ
と

を
”
亀
井
さ
ん
”と
呼
ん
で
き
て
い
る
。
人
間
同

士
の
関
係
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
云
わ

れ
て
久
し
い
が
、
「亀
井
さ
ん
」は
西
い
な
ば
地

域
全
体
を
繋
ぐ
心
の
イ
ン
フ
ラ
に
違
い
な
い
。

西
い
な
ば
を
も
っ
と
元
気
に
す
る
た
め
に
「亀

井
さ
ん
」に
ひ
と
肌
脱
い
で
い
た
だ
こ
う
。
令

和
三
年
二
月
二
一
日
、
気
高
・青
谷
・鹿
野
の

関
係
者
が
集
ま
り
二
年
間
温
め
続
け
て
い
た

ご
当
地
検
定
「亀
井
さ
ん
検
定
」が
い
よ
い
よ

ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
後
、
中
級
・上
級
と
挑
戦

し
、
彼
そ
し
て
彼
を
育
ん
だ
西
い
な
ば
に
渾
身

の
力
を
こ
め
て
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

             

        

大
河
ド
ラ
マ
を
楽
し
む
た
め
、
日
曜
日
は
Ｂ
Ｓ

一
八
時
か
ら
と
総
合
二
〇
時
か
ら
の
二
回
、
テ

レ
ビ
に
か
じ
り
つ
い
て
見
て
い
る
。
お
ま
け
に
、
二

〇
二
一
年
は
、
私
の
好
き
な
幕
末
・明
治
が
舞
台

に
な
る
「
青
天
を
衝
け
」、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
・

ガ
イ
ド
」
と
「完
全
小
説
版
全
４
巻
」を
購
入
し

て
さ
ら
に
堪
能
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
加
え

て
、
脚
本
は
大
森
美
香
、
朝
ド
ラ
「
あ
さ
が
来

た
」で
高
視
聴
率
を
た
た
き
出
し
、
五
代
友
厚
役

の
デ
ィ
ー
ン
フ
ジ
オ
カ
を
ブ
レ
イ
ク
さ
せ
た
、
素

晴
ら
し
い
脚
本
家
で
あ
る
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
二
月
一
四
日
に
始
ま
り
、
渋

沢
栄
一
役
の
吉
沢
亮
、
徳
川
慶
喜
役
の
草
彅
剛
、

平
岡
円
四
郎
役
の
堤
真
一
な
ど
の
熱
演
に
、
こ
の

時
代
へ
の
想
像
が
膨
ら
ん
だ
が
、
途
中
オ
リ
パ
ラ

で
五
回
も
休
み
、
年
内
に
は
終
了
す
る
と
の
こ

と
で
、
計
四
〇
回
の
み
の
、
誠
に
残
念
で
中
途
半

端
で
あ
る
。 

 

か
つ
て
五
代
が
創
立
し
た
大
学
で
学
び
、
著
名

な
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
、
倒
幕
は
薩
摩
藩
が
ず
っ

と
中
心
で
あ
っ
た
、
と
す
る
幕
末
政
治
史
が
脳

裡
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、

「青
天
を
衝
け
」で
は
長
州
藩
は
登
場
せ
ず
、
従

っ
て
坂
本
竜
馬
の
出
番
は
な
く
、
幕
府
対
薩
摩
藩

の
非
常
に
す
っ
き
り
し
た
構
図
で
描
か
れ
た
こ
と

に
大
い
に
得
心
し
た
。 

こ
れ
か
ら
突
入
す
る
明
治
は
、
大
河
ド
ラ
マ

で
は
余
り
描
か
れ
な
か
った
経
済
が
中
心
と
な

る
。
西
郷
隆
盛
の
好
印
象
に
比
べ
て
大
久
保
利
通

は
そ
う
で
な
か
っ
た
と
す
る
、
渋
沢
の
回
顧
を
ど

う
扱
う
か
と
か
、
大
阪
の
五
代
を
ど
う
描
く

か
、
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
。
残
り
は
一
四
回
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
「お
か
し
れ
い
」と
い
え
る
「青

天
を
衝
け
」を
期
待
し
た
い
。 

（内
田
克
彦
） 

第
四
回
の
選
考
会
は
、
令
和
二
年
十
月
三
一

日
、
、
鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会
と
っと
り
い
き

い
き
シ
ニ
ア
バ
ン
ク
「生
涯
現
役
」の
全
面
的
な
協

力
を
受
け
て
、
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
多
く
の
制
約
が
あ
る
極

め
て
厳
し
い
条
件
付
き
で
の
大
会
で
あ
っ
た
。 

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
発
表
者
の
旺
盛
な
研

究
心
と
郷
土
の
偉
人
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
強

烈
な
願
い
が
あ
っ
て
、
優
れ
た
発
表
と
な
っ
た
。

シ
ニ
ア
バ
ン
ク
か
ら
は
、
数
々
の
演
奏
や
芸
能
で
、

発
表
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。
感
謝
し
た
い
。 

東
部
会
場
は
、
選
考
会
二
回
り
目
と
あ
っ
て

原
点
に
戻
っ
て
き
た
。
大
盛
況
と
は
い
い
難
い
が
、

東
部
の
方
の
大
河
ド
ラ
マ
へ
の
想
い
を
感
じ
た
大

会
で
あ
っ
た
。 

開
催
地
、
徳
岡
義
広
氏
、
木
下
登
志
彦
氏
の

発
表
は
見
事
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
ラ
マ
化
へ
の

熱
い
想
い
が
伝
わ
る
。
中
で
も
、
徳
岡
氏
の
発
表

は
、
『亀
井
玆
矩
の
履
歴
書
』と
い
う
目
新
し
い

方
式
で
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
多
く
の
来
客
の
耳

目
を
引
い
た
。
「山
中
鹿
介
と
の
別
離
」「琉
球
守

拝
命
」、
「鹿
野
祭
り
」な
ど
名
シ
ー
ン
の
提
案
が

あ
り
、
演
劇
人
と
し
て
の
氏
の
面
目
躍
如
た
る

も
の
が
あ
っ
た
。
大
河
ド
ラ
マ
の
王
道
鳥
取
発
の

戦
国
時
代
を
期
待
し
た
い
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

田
中
精
夫) 

令

和

二

年

度

認

定

候

補 

「
西
い
な
ば
亀
井
さ
ん
検
定
ス
タ
ー
ト
」 

発
表
者 

徳
岡
義
広 

2021年 9月 30日 第５号 鳥取歴史大河ニュース 鳥取県を舞台に歴史大河ドラマを推進する会   Ｐ３ 

編 

集 

後 

記 

亀井さん検定スタート！（R3.2.21山紫苑） 

） 

大
河
ド
ラ
マ 

「
青
天
を
衝
け
」
を
見
て 

亀井さん検定ガイドブック 


